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ひ む か か る た 競 技 大 会 規 則 

 

I．競技の種類及び競技者 

A．団体戦 

1．チームは3名の競技者によって編成され、競技は3名の競技者による2チームが相対す

るかたちで行う。 

2．競技大会開始時に登録された競技者3名によるチームの編成を基本とするが、病欠な

ど不慮の事態が生じた場合は別の競技者を充てることができる。 

B．個人戦 

1．1名の競技者により、競技は２名が相対するかたちで行う。 

2．競技大会開始時に登録された1名の競技者が競技不可能な場合は失格とする。 

II．コート及び競技者の位置と姿勢 

A．団体戦（「配置図-1」を参照） 

1．「コート」は原則、畳を使用し、縦270cm×横180cm（畳三畳分）とし、「中央線」

（赤）により相対する「陣」に二分される。 

2．競技者の位置は、膝もと「仕切り線」（黒、中央線より64cm）を基準に、3人の競技

者が並列相対し、膝、肩、肘、手先等がこれを超えてはならない。但し、競技者の身

体が「仕切り線」より大きく後退したり、または身体の一部が「側線」の延長線を越

えても良い。 

3．競技中に競技者の位置を変えてはならない。 
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4．競技者の姿勢は、左右の膝頭を「仕切り線」に対し常に平行をたもち、その頭部先端

が並べられた「札」に重なってはならない。 

5．競技者は「札」を取りに行く時を除いて、姿勢正しく正座し、両手を膝の上にのせて

いなければならい。競技者が正座できない場合は、その旨を競技前に審判員に報告し、

審判員の許可の下、あぐらをかく状態で競技に臨む。審判員はその旨を「記録表」に

記録する。 

B．個人戦 

1．「コート」は縦270cm×横180cm（畳三畳分）とし、両「側線」の中央部分を結ぶ

「中央線」により相対する「陣」に二分される。 

2．競技者の位置は両陣に1対１で相対し、以下団体戦の規定2に準ず。 

3．競技者の姿勢は、団体戦の規定4、5に準ず。 

（姿勢参考図） 
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III．札及びその配置と移動 

A．競技に使用される「札」は、「団体戦」「個人戦」ともに46枚である。 

B．配置 

1． 団体戦は各チームが半分ずつ（各23枚）になるように札を分け、自分たちの前に二

列に並べる。その際、上段12枚、下段11枚で、下段は右端が凹むように並べる。上

段は中央線の縁に合わせ、札と札との間は２㎝（両脇の補助線（白））に合わせ均等

に並べる）、札と競技者の間を20㎝、それぞれ距離をとる。（配置図-1を参照） 

２．個人戦は各競技者が半分ずつ（各23枚）になるように札を分け、自分の前に３列に

並べる。その際、上中段各８枚、下段７枚で、下段は右端が凹むように並べる。上段

は中央線の縁に合わせ、札と札との間は２㎝（両脇の補助線（白）に合わせ均等に並

べる）、札と選手の間を20㎝、それぞれ距離をとる。（配置図-2を参照） 

３．「団体戦」「個人戦」ともに、競技中は勝手に「札」の「位置」を移動してはなら

ない。札の位置がずれた場合には、元の位置に戻す。 

（配置図-1 団体戦）               （配置図-2 個人戦） 
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 Ｃ．残り２枚札となった際の配置 

 １．「団体戦」「個人戦」ともに、競技進行の結果「最後の2枚札」となった場合、

競技は自動的に中断され、この2枚の「札」を「中央線」上に30cmの間隔をあ

けて配置し直す。その際、競技者から向かって右側に配置する札を自「陣」の

側に向ける。団体戦では必ず中央の競技者だけが札を取り合う。ただし、競技

者が２名の場合は審判側の競技者が行うこととし、相手と相対するよう中央に

移動する。なお、その際に競技者の並び順を変えてはいけない。（配置図-3を参

照） 

（配置図-3） 残り２枚札の取り方（団体戦） 

 

 

 

 

 

 

IV．札の取り方 

A．札を取るためには、札は押さえても、はじいても、押しても、引いても、飛ばし

てもよい。札は手先が早く触れた方の取り札となる。 

B．競技者は原則として読み手の読み上げる「空読み」から「本読み」の第一音の発

声までは、身体を静止状態に置くとともに、声も出してはならない。 

C．札を取るための動作に使用できる手は、常に片方の手である。 



 7 

F．同時 

1．相対する競技者が1枚の札に同時に触れた場合には、触れた札が自陣にある方が取り

札となる。 

2．残り札二枚の中に役札が含まれていて、読まれた札が役札であり、これに選手が同時

に触れた場合、向かって右側にある方が取り札とする。 

 

V．取り札の処理 

自陣の札として取った札は、取る度に審判側の競技者に渡す。審判側の競技者

は取り札を一つにまとめてこれを持ち札とし、新たに取得した札をその持ち札の

最上段に重ねる（順番を入れ替えてはならない）。 

 

VI．反則とその処理 

A．お手つき 

1．自他の陣にかかわりなく、読まれた札以外の札に手を触れた場合、「お手つき」とな

り、持ち札の最上段にある札1枚を相手に渡す。 

2．「団体戦」の場合、2人または3人が同時にお手つきをしても相手に渡す札は1枚でよ

い。 

3．「団体戦」の場合、同チームの1人または2人が同時にお手つきをしても、残る1人の

競技者が正しい札を取っていれば「お手つき」と見なされない。 

B．両手取り 

1． 札は右手でとっても左手でとってもよいが、同時に両手で押さえてはいけない。両

手で押さえるとは、1．右手と左手で別々の札を同時に押さえること、2．両手で1枚
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の札を押さえることをさす。違反した場合はお手つきと見なし、持ち札の最上段にあ

る札1枚と当該札の計二枚を相手に渡す。 

2． 片手、あるいは両手を用いて2枚の札を時間差で押さえた場合で、後の札が当該札で

あった場合には、お手つきとは見なされない。 

C．払い取り 

「払い取り」とは「最後の二枚札」を取り合う場合、この2枚を一動作でなぎ払

うようなかたちで「札」を取る行為を言う。この場合は「最後の二枚札」の他に、

持ち札より最上段の1枚を相手に渡す。 

D．借り札 

持ち札が1枚も取得されていない状況で「お手つき」をした場合、これを「借り

札」と見なし、以降、初めて取得した札を相手に渡す。 

 

VII．得点と勝敗 

A．団体戦 

1．勝敗 

  札１枚を１得点とし、過半数の札を取得した陣が勝者となる。ただし、役札が含まれ

ている場合は、これを得点として換算し、総合得点の多い方を勝ちとする。 

2．役札 

    シンボル札(「ふ」「ら」「ん」)、および三人札(「は」「み」「り」)は、それぞれ3

枚セットで７得点が加点され、計10得点となる。 

3．同数 

    総合得点同数の場合は、空札「な」を取得している陣の勝ちとなる。 
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B．個人戦 

1．勝敗 

札１枚を１得点とし、過半数の札を取得した陣が勝ちとなる。「役札」はなし。 

2．同数 

総合得点同数の場合は、空札「な」を取得している陣の勝ちとなる。 

 

VIII．競技上の注意 

A．競技は礼に始まり、礼に終わることを心がける。 

B．大声を出したり、粗暴な行為をすることにより、相手を「牽制」したり、「威

圧」もしくは「妨害」するようなことは絶対に行ってはならない。これらの行

為について審判はイエローカードを提示し、警告を行うことがある。また、三

回目の警告を受けた場合には，レッドカードを提示し「失格」となる。警告3回

による失格は、一競技に限定されるわけでなく、継続する競技においても効力

を持つものとする。すなわち、以前の競技において2回のイエローカードを提示

されている競技者が、以後の競技で警告を受けた場合には、その時点でレッド

カードが提示され「失格」となる。団体の場合、チーム全員でイエローカード

が合計3枚に達した時点で「失格」となる。 

C．取るべき札以外の周囲の札を故意に乱してはならない。 

D．競技上の抗議権は当該競技に出場の競技者のみが持つものとする。 

E．競技者が競技上の「抗議」を行う場合には審判員を通じて行い、いったん下され

た審判員の「裁定」には従わなければならない。 
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F．競技者の抗議権は、次の読み札の第一声の発生と同時に失効する。 

G．競技者の、手先に対する加重・過大なテーピング、及び負傷予防のテーピングは

禁止する。 

H．競技者は事故防止のため、競技にあたって手を清潔かつ安全な状態に保つよう努

めなければならない。 

 

IX．競技進行要領 

A．各審判員は所定のコートに着席し、用具の確認を済ませ、競技者の入場、移動、

着席を待つ。 

B．進行係の合図で競技者が入場、移動、着席する。 

C．審判員は対戦する両陣のチームを確認し、「得点記録用紙」に必要事項を記入す

る。 

D．進行係の「一同、礼」の合図で、競技者・審判は、ともに挨拶をする。 

E．競技者は挨拶終了後、ただちにジャンケン（団体戦は中央の競技者）をし、勝っ

た方が札をよく切り、同じ高さの札山に分けて、中央に裏返して置く。ここで

審判員は旗を揚げる。 

F．競技者のうち、ジャンケンに負けた方から好きな方の札山を取り、それぞれ札の

枚数を確認し、半分ずつ（各２３枚）になるように調整する。その際、札の枚

数の多い側が自分の札山の上から順に相手の不足枚数分だけ渡す。済み次第、

これを膝元に置き、「静止状態」に入る。ここで審判員は旗を揚げる。 

G． 取った札を真ん中の競技者が８枚、８枚、７枚に分け、向かって左の選手と自

分に８枚、右の選手に７枚の札山を渡し、自分たちの前に二列に並べる。上段
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12枚、下段 11枚で、下段は向かって右端が凹むように並べる。上段から順番

に左から右に4枚ずつ並べていく(ただし右側の競技者は上段4枚、下段３枚)。こ

の際、札を故意に並べ替えてはいけない。上段は中央線の縁に合わせ、札と札

との間は２㎝(両脇の補助線（白）に合わせ均等に並べる)、札と選手の間を20㎝、

それぞれ距離をとる。審判は札を並べ終えたのを確認し、旗を揚げる。 

H．１分間の暗記時間の後、「な札」の「空読み」から競技を始める。  

I．「団体戦」「個人戦」ともに、競技進行の結果「最後の二枚札」となった場合、

競技は自動的に中断され、この2枚の「札」を「中央線」上に30cmの間隔をあ

けて配置し直す。その際、競技者から向かって右側に配置する札を「自陣」の

側に向ける。（配置図-3を参照） 

J．「団体戦」競技において、残り札が2枚となった際は、各陣中央の競技者のみが

競技を行う。その際に、競技者の位置を変えてはならない。 

K ．競技が終了したならば、直ちに両陣の競技者(チーム)は、各自の「得点」を採点

し、これを審判員に報告し、審判員はこれを「得点記録用紙」に記入する。

（役札、預かり札、空札、得点合計に注意する） 

L．進行係の合図により、集配係員（連絡係兼任）はコートを一巡し、審判員から記

入済みの「得点記録用紙」を集める。 

M．競技者はかるたをきちんと揃え、審判員に返却し、進行係の「礼」の合図で競

技者・ 審判員はともに挨拶をし、次の試合のための移動の合図を待つ。（進行

係の移動の合図があるまでは、立ったり、移動してはならない。） 

N．審判員はかるたの枚数及び用具を確認し、次の試合に備える。 
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Ⅹ ．各担当の役割 

A．審判員 

１．各コートに審判員１名がつく。 

２．審判員は迅速に進行を行うことを心がけ、選手を統制することで、試合の緊張感を

高めると同時に、効率性も高める役割を担う。 

３．審判員は向かい合うチームの側面に位置し、椅子に着席した状態で作業を行う。 

４．競技では、常にどちらが札を取ったのかを明確にするため、取ったチームに向けて

手で示す。 

5．審判員は右手に白旗、左手に赤旗を持ち、競技の続行が可能になった際には、その都

度、白旗を揚げる。白旗は、他のコートの審判員全員、次いで主審が揚げ、最後に主

審が白旗を下げるまで旗を降ろさない。赤旗は、何らかのトラブルが発生したとき、

競技の中断を主審に求めるために揚げる。トラブルとは1．札が乱れ整頓する時間が

必要になる、2．競技者がケガを負い、治療を必要とする、3．審判員の判断では判

定がつかず審判長の裁定を必要とする等の場合をさす。２及び３の場合、審判員は赤

旗を振る。 

6．トラブルが解決したら白旗を揚げて主審に合図する。 

7．試合終了後、審判側の選手が枚数を数えたあと、審判員は枚数を確認し「得点記録用

紙」に結果を記入する。 

B．線審 
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線審は大会コート全体の四隅に配置する。大会コート全体を四分割し、それぞ

れ四分の一ずつコートの状況を判断する。線審が最も注意を払うのは、担当とな

っているエリアの審判員の旗の揚げ下げである。当該エリアでの各審判員の旗に

注意し、エリアの進行を統括する。 

C．主審 

1．各審判員を統括する。コートにおける競技全体を進行する。 

2．各審判員全員が白旗を揚げたのを確認し、白旗を揚げる。 

3．一つでも赤旗が揚がったら、赤旗を揚げる。 

D．連絡係 

コートでトラブルが発生し、審判員が援助を必要とした際に、これを担う。ケ

ガの応急処置、トラブルの意見聴取と大会運営事務局への連絡、「得点記録用

紙」の回収等を行う。 

E．進行係 

全体の司会進行 

F．読み手 

札を読む。競技の進行を常に把握し、手際よく札を読んでいく。 

G．大会事務局 

全体の進行を担う。トラブル発生時の処理を行う。 

H．集計係 

得点記録用紙を集約し、リーグ戦及びトーナメント戦の勝ち上がり表に記入す

る。 

 


